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 第 3 部では、外国使節の北京常駐という状況に対応するために設けられた総理各国事務
衙門を、大臣の起用の状況から分析した。 
本論文の功績の 1 つとして、清朝の末年に皇族がポストを得て、親貴内閣へと向かって
いるという指摘を挙げることができる。従来の研究では、親貴内閣を保守反動と評価する
に止まり、なぜあのような形を取ったのか、という検討はなかった。また、辛酉体制後に
兼任が減少するという指摘は、示唆に富む。近年の政治史研究では「制度外から外交が生
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まれた」という見解が出されているが、本研究は制度内から中国近代外交が形成された可
能性を示している。本研究は、今後の中国近代政治史の研究全体に大きな影響を与える可
能性がある。 
清朝の中央政治制度は、官職名などは明朝の制度を引き継いでいるように見えるものの、
その内実は満州族による中国支配という実情に合わせて運用されるとともに、御前大臣や
軍機処などの独自な制度が加えられている。さらに清朝の全期間を通じて、その時々の政
治的課題に対応するために、制度の運用や人材の登用において、常に改変が加えられてき
た。本研究ではこの複雑な過程を、重要官職への人材登用に着目し、人物の出身や経歴、
兼任などの実態を追跡すること、また制度やその運用を詳細に解明することによって、こ
れまでの研究史に疑義を呈することができることを明らかにした。これらの成果は、今後
の研究に対しても大きな指針を与えるものである。 
 
